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複雑な形状の製品の板成形で、寸法精度の確保やしわ.割れの発生を防止する目的でドロ

ーピードが用いられる。その設計はトライアウトの段階で経験に基づく試行錯誤によりなさ

れている。本研究では成形金型設計のリードタイムの短縮を目的とし、ドローピードの影響

を数値シミュレーションを用いて定量的に評価し合理的な設計手法の検討を行い、ドロービ

ード設計の支援システムの構築を行なった。

有限要素法を用いた成形シミュレーションと離散最適化手法を組み合せた最適設計システ

ムを構築した。本研究では「しわの減少」と「板厚の均一化」を目的とした多目的最適化を

行なった。最適化を効率良く行なうために応答曲面法を用いた最適化手法を開発した。

本システムの妥当性を確認するために、段差の付いたオイルパン形状の実成形を行ない、

板厚の均一性およびしわの大きさに付いて計測を行なった。その結果、ビード位置・ビード

長さを設計変数として、本システムで得られた最適解は実際の成形結果と良い一致を示し、

本システムの有効性を確認することができた。

本研究の一部はNumisheet2002,Jejulsland,Koreaにおいて発表された。

3７


	2009年07月06日15時16分19秒.pdf

